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５ 1 辺の長さがａ cm の正三角形の面積を 0.43 ×ａ×ａ cm ２とします。

次の各問いに答えなさい。

(1) 図１は 1 辺の長さが 3cm の正三角形と

半径 3cm のおうぎ形を組み合わせた図形

です。網目部分の面積は何 cm ２ですか。
あみ め

(2) 図２のように，円が描かれた平面に，
か

直角三角形ＰＱＲを垂直に立てます。

ＡＢは円の直径で，その長さは 6cm，

点Ｐは円周上にあり，ＰＱ＝ 6cm，

ＲＰ＝ 4cm です。

図３は図２を真上から見た図です。

図４のように，直角三角形ＰＱＲは

円が描かれた平面に垂直に，辺ＰＱを

常に直径ＡＢに平行なまま，点Ｐが

円周上を 1 周するまで動きます。

① 辺ＰＱが動いたあとの図形の面積

は何 cm ２ですか。

② 直角三角形ＰＱＲが動いてできた

立体を，円が描かれた平面から高さ

2cm の平面で切断しました。切り口

の図形の面積は何 cm ２ですか。
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(1) 網目部分の面積は

3 × 3 × 3.14 × － 0.43 × 3 × 3 ＝ × 3.14 － 0.43 × 9

＝ 4.71 － 3.87 ＝ 0.84cm ２ です。

(2)
辺ＰＱが動いたあとの図形は，

右図の斜線部分。

よって，面積は

3 × 3 × 3.14 × × 2 ＋ 6 × 6

＝ 28.26 ＋ 36
＝ 64.36cm ２ です。

(3) 右図で，辺ＰＲ，辺ＱＲの

真ん中の点をそれぞれＲ，Ｓとすると，

線分ＲＳは辺ＲＱと平行で，

ＰＲ＝ 4 ÷ 2 ＝ 2cm より，切り口の図形は

線分ＲＳが動いたあとの図形のに等しい。

その図形を真上から見ると

右下図のようになるので，面積は

6 × 3 ＋ 3 × 3 × 3.14 × × 2

－(0.43 × 3 × 3)× 2 － 0.84 × 4
＝ 18 ＋ 9.42 － 7.74 － 3.36
＝ 18 ＋ 9.42 －(7.74 ＋ 3.36)
＝ 27.42 － 11.1 ＝ 16.32cm ２ です。
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